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平成２８年６月２９日

企画振興部調査統計課

平成２７年国勢調査 抽出速報集計結果

秋田県の概要

○６５歳以上人口の割合は、平成２２年調査から３３．５％に上昇

○１５歳未満人口の割合は、平成２２年調査から１０．６％に低下

１５歳未満人口は１０７，７００人（人口総数の１０．６％）、１５～６４歳人口は５

６５，７００人（同５５．９％）、６５歳以上人口は、３３９，４００人（同３３．５％）

である。

平成２２年国勢調査と比べると、１５歳未満人口は１６，４００人（０．８％）減、１

５～６４歳人口は７３，９００人（３．１％）減、６５歳以上人口は１８，９００人（３．

９％）増となった。〔第１表〕

年齢（３区分）別人口の推移 （昭和４５年～平成２７年）

○６５歳以上人口の割合は全国で最も高い

○１５歳未満人口の割合は全国で最も低い

人口総数に占める６５歳以上人口の割合を他の都道府県と比べると、秋田県は全国で最

も高い（秋田県３３．５％、全国２６．７％）一方、１５歳未満人口の割合は全国で最も

低い（秋田県１０．６％、全国１２．７％）。 〔第１表〕
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○世帯人員が２人の世帯が１１１，１００世帯と最も多い

○世帯人員が１人の世帯のみ増加

秋田県の世帯総数は３７８，９００世帯（平成２２年調査比１１，２００世帯減）で、

一般世帯１世帯あたりの人員数は２．６２人（平成２２年調査比０．０９人減）となった。

また、世帯人員が２人の世帯が最も多く、世帯人員が多くなるほど世帯数は少なくなっ

ている。平成２２年調査と比べると、１人世帯のみ増加しており、２人以上の世帯は減少

している。 〔第２表〕

世帯人員別一般世帯数 （平成１２年～２７年）

（利用上の注意）

１ 抽出速報集計は、全世帯のうちから約１００分の１の比率（１％）で抽出した調査票をもと

に、総務省統計局が推計したものです。 （※秋田県では約３，８００世帯が抽出）

２ 結果の数値は、推計時に１０の位を四捨五入し１００単位で表章しているため、総数と内

訳を合計した数値が必ずしも一致しない場合があります。

３ 結果の数値は、抽出による標本誤差を含んでおり、後日公表される全数集計の結果数値

とは必ずしも一致しない場合があります。

４ この概要は、総務省統計局が公表した集計をもとに、秋田県分についてとりまとめたもの

です。

５ 人口基本等集計の確定値は、平成２８年１０月に公表予定です。
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［この資料に関する問い合わせ先］

秋田県企画振興部調査統計課 生活統計班

ＴＥＬ ０１８－８６０－１２５８

ＦＡＸ ０１８－８６０－１２５２


